






杭用
角パイプ
99cm

支柱用
丸パイプ
120cm

パネル幅 215cm

パネル高
120cm

15cm

目合い
15cm

イノシッシイノシッシ1.2m1.2m柵

目合い
7.5cm

直径3.2mmの軽量鉄鋼を
使用しています

杭と支柱が分離型のため
脚立なしで設置が可能です

うりぼうの通り抜けを防ぐため
地上高45cmまでは目合いを
7.5cmと狭くしています

施工がとても簡単で効果抜群！イノシシ侵入防止柵  

価格 :238,955 円 ( 税抜 )
※送料は別途かかります

※1.8m柵もございます。詳しくはお問い合わせください。

●施工イメージ図

イノシッシ【1.2m 柵】100m 資材キット



※1.8m柵もございます。詳しくはお問い合わせください。

特徴

セット内容

対象動物

注意事項

■メッキ加工をしているのでサビに強い

■パネルは直径3.2mmの軽量タイプで、杭と支柱パイプが分離型

　のため楽に設置ができます

■うりぼうの通り抜けを防ぐため、地上高45cmまでは目合いを

　7.5cmと狭くしています

■スカートパネルがあるので、もぐり防止や飛び越え防止の効

　果が期待できます

■扉も自由に設置できます

■100m分を設置するのに必要な資材が揃います

■施工はいたって簡単、楽に設置できます

■キロ単位の長距離柵としてご使用できます

(使用例：集落全体、集落と森林の境界、大きな農園、ゴルフ場など)

※下の表をご覧ください

イノシシ

※シカ対策用の1.8m柵 、シカ対策用の2.0m柵もあります

　(2.0m柵についてはお問い合わせください)

・送料は別途かかります。詳しくは送料を含めた価格をお見積り

　いたしますのでお問い合わせください。

・注文後のキャンセル及び、お客様都合による返品は不可とさせ

　ていただきます。

◆イノシッシ【1.2m柵】製品仕様（100m資材キットに含まれる部品）

結束線 ステンレス線 #16 0.5mカット

部品名 仕様 / 規格 単位重量 個数

本体パネル
亜鉛メッキ鉄線3種メッキ　φ3.2mm　高さ 1200mm×幅2150mm 

網目 上部150×150mm　下部75×150mm
2.5kg 50枚

1.5kg 50枚

0.6kg 51本

1.3kg 51本

10g 51個

6g 51個

92g 100個

10g 153本

スカートパネル
亜鉛メッキ鉄線3種メッキ　φ3.2mm　

高さ500mm×幅2100mm　上部フック付

支柱用丸パイプ 亜鉛メッキ　厚み0.5mm　φ38.1mm　長さ1200mm

杭用角パイプ 亜鉛メッキ　厚み1.6mm　長さ990mm　25mm×25mm角

パネル留め金具

支柱キャップ ポリアセタール樹脂

プラアンカー 430mm

鳥獣被害対策ドットコム

info@choujuhigai.com

om0002_20190508更新
掲載している商品の価格、仕様は2019年5⽉8⽇現在のものです。 
掲載している商品は予告なしに外観・仕様・価格が変更される場合がありますのでご了承ください。



販売価格73,600円 (消費税込:79,488円)

送料無料 ※北海道、沖縄、離島を除く ( 送料はお問い合わせください )

ステンレス線入り
獣害防止ネット

上下ジョイント式
ガイシ一体型 支柱

ネット固定用ペグ

＋ ＋

アニマルネット 2300
（30m×2巻）

ガイシ付 FRP 支柱 FRP250
全長 2.5ｍ　20 本

鉄心ペグ 300  長さ：30cm
100 本

シカ食害・イノシシ対策にお勧め！

獣害防止用として開発されたネット柵資材セット

設置イメージ

軽量で設置しやすく、獣に噛み切られにくいステンレス線入りのネット・
設置が容易な２段階支柱・潜り込みを防ぐペグのセットです。

大人気商品「アニマルネット 2300」をセットで購入できるのは、当店だけ！

ステンレス線入り獣害防止ネット

アニマルネット 2300 ／ 60ｍ資材セット（地上高２.１ｍ ）



tg0106-20190510更新
掲載している商品の価格、仕様は2019年5月10日現在のものです。　
掲載している商品は予告なしに外観・仕様・価格が変更される場合がありますのでご了承ください。

運営会社／地域環境計画

電話受付／ 10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 15：00

定 休 日 ／土曜日・日曜日・祝日

鳥獣被害対策ドットコム

アニマルネット2 の特長

支柱の特長

特長 

対象動物

仕様

 イノシシ、シカ （電気柵、電気ネット柵併用時：サル）

■ステンレス線入りのネット・設置が容易な２段階支柱・潜り込みを防ぐペグの資材セットです。

■金属柵、ワイヤーメッシュと比べて、軽量で持ち運びが容易。設置も簡単です。

■獣に噛み切られにくいステンレス線入りなので、シカの食害対策にも。丈夫で長持ちします。

■高さは2.1mのロングサイズ。ネット下部を外側に張り出してスカート部として利用すると、シカやイノシシが近づきにくくなります。

■設置作業が楽ちんな「上下ジョイント式」・「ガイシ一体型」支柱を採用。

【 アニマルネット2300 】

・材　質：ロープ ポリエチレン製

　　　　　ネット ステンレス線入りポリエチレン製

・サイズ：高さ2.3m×横幅30m

・線　径：ロープ 5mm、ネット 1.5mm

・目　合：たて6cm×よこ6cm

・重　量：約5.3kg

・色　　：黒色（ロープ ・ネット）

【 支柱：ガイシ付FRP支柱 FRP250 】

・直径：31mm

・全長：2.5m

・地上高：2.1m（埋め込み部長さ 40cm）

・重量：1875g

【 ペグ：鉄心ペグ 】 

・全長 30cm

・直径 12mm

・重量 90g/1本

・芯材 スチール、メッキ

・樹脂 ポリプロピレン 



豚コレラ／イノシシ対策 

効果的な防護柵の選び方・設置方法とは 
---------------------------------------- 

 

今回は、豚コレラ対策として、 

効果的な防護柵の選び方・設置方法について整理しました。 

柵を設置したからもう安全！  

･･･そんなことはありませんので、ぜひ最後まで読んでみてください！ 

 

---------------------------------------- 

 

 

平成 30 年 9 月に岐阜県各務原市で確認された豚コレラを発端に、 

現在では各地で豚コレラ防除のための対策が進められています。 

 

今回の豚コレラ発生については、「野生のイノシシが最初に感染し、 

県内の養豚場などに広がった」との見解もあります。 

 

そのため、畜舎へのウイルス侵入を防ぐための水際対策の一つとして、 

畜舎周辺における“イノシシ対策”が重要であると言えます。 

イノシシの侵入対策としては、防護柵が用いられます。 

 

種類としては、電気柵、ワイヤーメッシュ柵、トタン柵、金属ロール柵などがありますが、

最も有効な対策として選ばれている対策の一つとして、 

“ワイヤーメッシュ柵”が選ばれています。 

なぜ、ワイヤーメッシュなのか？ 

 

 

それは･･･電気柵に比べてメンテンスが容易であること、 

強度としても十分であること、また２m ピッチで設置することから、 

傾斜や凹凸地にもぴったりと設置できる点などが挙げられます。 

 

ただし、ワイヤーメッシュを選ぶ際には、いくつかの注意点があります。 

1 つは線形の太さです。 

 

ワイヤーメッシュの線形は、細いものでは 3 ㎜以下もありますが、 

やはりこの太さでは強度面が心配です。 

一般的にイノシシの侵入を防ぐためには、5 ㎜以上のものが推奨されています。 

 

もう１つは、高さです。 

 

イノシシは、意外とジャンプ力があり、低い柵だと簡単に飛び越えられてしまう 

可能性があります。そのため、イノシシの侵入を防ぐためには、 

高さ 1.2m 程度のワイヤーメッシュが必要であるとされています。 



また、イノシシ対策に特化したワイヤーメッシュ柵は、 

体サイズの小さなウリぼう（イノシシの幼獣）の侵入防止も防ぐことができるように、 

網目が細かく設定されているものもあります。 

 

さらに、素材だけではなく、設置方法や設置する場所周辺の環境整備も重要です。 

 

以下に、ワイヤーメッシュ柵を設置する際の効果的な設置方法をお伝えします。 

 

① 柵のそばの藪をなくす（環境整備） 

  

 

柵の周辺に広がる藪（やぶ）は、猪の隠れ場となり、 

猪は藪に隠れながら余裕を持って柵やその周辺を観察することができます。 

 

また、藪に面した柵では、柵のまわりをうろつき、地面と柵との間に隙間ができている場所

場を探し、そこから柵内への侵入を試みます。 

 

ゆっくりと柵の探索をさせないためには、柵の外際の藪の刈り払いは重要です。 

柵から３m 程度は藪を刈り払うようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 周囲をすき間なく囲う 

  

 

柵は、山際に面した場所のみ設置しても、猪は隙間を探して侵入しようとします。 

そのため、田畑の周囲をしっかりと囲い、出入り口には扉も取り付けるようにしましょう。 

 

 

③ 傾斜地から離して設置する 

 

 

ワイヤーメッシュ柵を傾斜地のすぐそばに設置すると、いのししは傾斜地の上から 

柵を飛び越えてしまう可能性があります。 

そのため、柵は傾斜地から２m 程度は離して設置するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 



④ 地際を確実にふさぐ 

  

いのししは、柵を飛び越えるよりも、潜り抜けることを優先します。そのため、 

柵と地面の隙間は必ずふさぐようにしましょう。 

 

もし、くぼみを見つけたら、埋めるか、または柵でふさいでください。 

 

また、地際をペグなどで固定することも効果があります。 

 

※いのししは、地中の根などの餌を探す際、数十 kg の石もひっくり返します。そのため、

被害のあるところでは石でネット柵などの重しをしても効果がありません。 

 

⑤ 適切な高さの柵を設置する 

 

猪は 1ｍ程度の柵を助走なしで飛び越える跳躍力があります。そのため、柵の高さは、猪は

1.2ｍ以上を選ぶようにして下さい。 

⑥ 支柱＋補強用支柱で補強する 

 

  

イノシシによる被害が大きな地域では、ワイヤーメッシュ柵の支柱だけではなく、斜めに補

強用の支柱（筋交）を追加しましょう。 

 

⑦ 斜面部分には重ねて設置する 

 

  

 

傾斜部や湾曲部などでは、ワイヤーメッシュ柵は、隙間ができないよう重ね合わせて設置し

ましょう。 

 

 

 

 



⑧ 定期的に点検し、補修、改良、維持管理を行う 

 

  

ワイヤーメッシュ柵の設置後には、定期的に柵の破損やずれ・ゆがみ、 

柵の地際の掘り返しなどの点検をするようにして下さい。 

また、一度、柵を設置しても、最初から猪を完璧に防ぐのは難しいかもしれません。 

地域の猪の動きに合わせて、少しずつ柵を改良していきましょぅ。 

 

⑨ 柵の補強：目隠しをする(飛び越え防止) 

 

いのししは柵の内側が確認できないと、餌となる食物が見えなくなり、また柵の向こうが見

えない不安から、柵を飛び越しにくくなります。 

そのため、ビニールシートやトタン板を併用して、外からの中が見えないように目隠しをす

ると、被害防止の効果が上がります。 

 

⑩ 柵の補強： 

柵の外側に掘り返し防止のワイヤーメッシュやトタンなどを敷く 

 

イノシシは、ワイヤーメッシュ柵と地面の隙間を探し、掘り起こして畑地に 

侵入しようとします。 

そのため、柵の外側にトタンやワイヤーメッシュを敷くと、侵入防止効果が高まります。 

さらに、サルが分布するような場所では、ワイヤーメッシュ柵の上部に 

電気柵を設置する複合柵が有効です。 

 

ワイヤーメッシュ柵に限らず、イノシシ対策用の防護柵は、 

設置を済ませたら「これでもう安全」という、ものはありません。 

 

イノシシが畜舎に執着していればいるほど、中に入ろうとする執念は高くなってい

きます。定期的な点検を行い、侵入しようとした痕跡を見つけたら、補強対策をする

ように心がけてください。 

 

 

 






